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都
　
　
　
築

彰

（49）　十二世紀イングランドの王家政と財務府

は
じ
め
に

　
丙
誉
5
ρ
亮
、
二
星
9
彗
旨
昌
－
我
国
で
は
一
般
に
「
財
務
府
」

と
い
う
名
称
で
呼
ぱ
れ
る
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
財
務
行
政
機
構
に

つ
い
て
は
、
殊
に
そ
の
成
立
を
繍
る
議
論
に
お
い
て
、
数
多
く
の

研
究
が
公
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
制
度
と
し
て
の
先
進
性
か
ら

ぱ
か
り
で
は
な
く
、
成
立
期
に
お
け
る
財
務
府
が
、
単
に
財
政
に

止
ま
ち
ず
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
治
構
造
の
中
核
を
成
し
て
い
た

と
い
う
認
識
か
ら
で
あ
る
。
古
く
は
マ
ド
ヅ
ク
ス
・
リ
ー
ベ
ル
マ

ン
か
ら
近
年
の
諸
研
究
に
到
る
財
務
府
成
立
に
関
す
る
諸
説
の
変

遷
に
つ
い
て
は
、
我
国
で
も
佐
藤
伊
久
男
氏
の
詳
細
な
研
究
が
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
し
か
し
以
上
の
財
務
府
の
成
立
と
い
う
問
趨
に
比
し
て
、
同
時

期
の
財
務
府
が
具
体
的
に
い
か
な
る
人
的
構
成
を
も
っ
て
い
た
か

と
い
う
問
題
は
、
従
来
あ
ま
り
議
論
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら

イ
ン
グ
ヲ
ン
ド
で
は
、
十
二
世
紀
後
半
に
『
財
務
府
に
つ
い
て
の

対
話
』
（
皇
邑
ざ
寒
防
き
讐
§
§
ミ
o
）
〔
以
下
『
対
話
』
と
略
記
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

と
呼
ぱ
れ
る
書
物
が
書
か
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
書

物
は
、
財
務
府
の
実
際
の
運
営
に
関
す
る
諸
手
続
き
を
記
し
た
も

の
で
、
財
務
府
の
人
的
構
成
に
関
し
て
も
、
詳
し
い
説
明
が
な
さ

れ
て
い
る
。
同
書
に
従
っ
て
、
上
級
財
務
府
の
人
的
構
成
を
箇
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

書
き
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
上
級
財
務
府
で
は
、
中
央
に
置
か
れ
た
長
方
形
の
卓
の
四
辺
に

沿
っ
て
、
第
一
ベ
ン
チ
か
ら
第
四
ベ
ン
チ
ま
で
の
席
が
設
け
ら
れ

る
。
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第
一
ペ
ン
チ
ー
王
国
行
政
長
官
（
冨
亘
冨
＝
ω
宅
邑
葦
こ
目
ω
．

ま
一
胃
）
。
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
司
教
。
尚
書
（
o
彗
8
＝
串
ユ
豪
一
9
彗
－

8
＝
昌
）
。
厩
長
（
8
冨
冨
巨
一
邑
冨
一
〇
昌
黒
印
⊆
⑦
）
。
二
名
の
侍
従

（
S
目
宰
邑
冨
一
〇
訂
目
σ
邑
巴
目
）
。
厩
番
（
昌
害
窃
S
＝
畠
一
峯
胃
．

ω
臣
一
）
。

　
第
二
ペ
ン
チ
ー
侍
従
書
記
（
〇
一
①
ユ
o
冨
8
昌
o
冨
二
〇
昌
p
o
ぎ
．

昌
σ
o
註
ま
が
Ω
胃
汗
）
。
計
算
係
（
邑
ε
一
9
0
3
0
巴
昌
軍
O
『
）
。
記

録
監
督
書
記
（
〇
一
〇
ま
畠
ρ
邑
弔
霊
9
眈
冒
一
冥
O
ユ
9
9
邑
O
｛

旨
o
ミ
『
旨
品
O
哉
8
）
。
他
に
王
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
る
人
々
。

，
第
三
ベ
ン
チ
ー
財
宝
庫
長
（
亭
富
昌
昌
ユ
冨
一
⇒
s
ω
膏
o
『
）
。

財
宝
庫
記
録
筆
記
係
（
m
邑
冥
O
；
O
巨
こ
①
巨
嵩
眈
彗
員
ω
O
ユ
σ
O
O
｛

艘
o
⇒
s
竃
q
肉
o
＝
）
。
尚
書
記
録
筆
記
係
（
ω
o
ユ
冥
昌
『
o
巨
一

ま
o
彗
8
＝
彗
ぎ
ω
9
旨
①
o
｝
艘
o
O
巨
彗
8
q
肉
o
二
）
。
厩
長
書

記
（
2
邑
昌
唖
8
嘉
冨
巨
一
胃
ぎ
Ω
宰
斥
o
｛
書
①
O
o
冨
註
σ
巨
彗
く
）
。

　
第
四
ベ
ン
チ
ー
ト
マ
ス
H
ブ
ラ
ウ
ン
。
州
長
官
（
く
一
8
8
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

冒
員
u
o
ぎ
H
罵
）
。
州
長
官
書
記
（
2
邑
o
富
・
Ω
①
寿
）
。

　
『
対
話
』
が
成
立
し
た
同
じ
十
二
世
紀
の
前
半
に
は
、
o
o
島
色
．

ε
饒
o
－
〕
o
昌
富
宛
晶
尉
と
呼
ぱ
れ
る
、
王
家
政
（
U
o
昌
冨
丙
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

○
目
芭
の
人
的
構
成
を
記
録
し
た
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
両
者

を
比
較
照
合
す
る
と
、
尚
書
、
財
宝
庫
長
、
侍
従
、
厩
長
、
厩
番

の
諸
職
が
財
務
府
と
王
家
政
に
共
通
す
る
。
そ
れ
故
、
財
務
府
は

王
家
政
の
高
位
諸
職
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
認
識
が
一
般

的
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
例
え
ぱ
W
・
ス
タ
ヅ
ブ
ズ
は
、
そ
の

『
ぎ
9
婁
ミ
ミ
｝
§
ミ
兵
“
㎞
ざ
ミ
呉
向
ミ
屯
s
ミ
、
の
中
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
財
務
府
の
役
人
は
王
家
政
の
高
官
（
艘
o
o
目
冨
g
o
爵
o
o
易
o
｛

；
o
ぎ
畠
o
ぎ
巨
）
で
あ
る
。
王
国
行
政
長
官
を
主
宰
者
と
し
て
、

尚
書
・
厩
長
・
二
名
の
侍
従
・
厩
番
・
財
宝
庫
長
が
、
王
が
公
務

に
就
く
よ
う
に
と
指
示
し
た
他
の
地
位
と
経
験
あ
る
人
々
と
と
も

に
、
財
務
府
の
バ
ロ
ン
（
■
胃
o
畠
o
申
；
o
内
曽
ぎ
｛
o
『
）
の
称

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

号
を
分
か
ち
も
っ
て
い
る
。
」

　
以
上
の
一
般
認
識
、
殊
に
ス
タ
ヅ
プ
ズ
の
理
解
に
対
し
て
異
論

を
提
起
し
た
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
中
世
史
家
H
．
G
．
リ
チ
ャ
ー

ド
ソ
ン
と
G
・
O
・
セ
イ
ル
ズ
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ぱ
、
財
務

府
は
ス
タ
ヅ
プ
ズ
の
見
解
と
は
異
な
り
一
王
家
政
か
ら
派
生
し
た

も
の
で
は
な
い
。
財
務
府
と
は
王
国
行
政
長
官
の
法
廷
で
、
そ
れ

は
一
定
の
場
所
に
固
定
さ
れ
て
お
り
、
移
動
す
る
宮
廷
の
法
廷
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ヱ

は
別
の
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
ー
セ
イ
ル
ズ
の
こ
う
し
た
主
張
の
背
後
に
は
、

次
の
よ
う
な
重
要
な
認
識
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
十
二
世
紀
の
イ
ン
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（51）十二世紀イングランドの王家政と財務府

グ
ラ
ン
ド
王
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、
大
陸
を
含
む
支

配
地
を
常
に
巡
回
す
る
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
王
と
と
も
に
移
動

す
る
「
家
政
」
と
固
定
的
役
所
と
し
て
の
「
財
務
府
」
は
、
そ
も

そ
も
そ
の
基
本
的
性
格
を
異
に
す
る
は
ず
で
あ
る
、
と
。

　
筆
者
は
先
に
、
O
O
畠
葦
暮
O
O
O
昌
易
勾
晶
一
蜆
を
も
と
に
、
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

ル
マ
ン
王
朝
下
の
王
家
政
に
関
す
る
研
究
を
試
み
た
。
そ
こ
に
お

い
て
筆
者
は
王
家
政
の
人
的
構
成
を
検
討
し
た
が
、
そ
れ
に
引
き

続
き
こ
の
小
稿
で
は
、
財
務
府
と
王
家
政
の
関
係
い
か
ん
と
・
い
う

問
題
を
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
ー
セ
イ
ル
ズ
の
主
張
の
再
検
討
と
い

う
形
で
考
え
て
い
き
た
い
。
王
家
政
と
財
務
府
と
い
う
問
題
は
、

単
に
一
方
が
他
方
か
ら
派
生
し
た
か
否
か
と
い
う
制
度
史
的
な
町

題
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王

の
統
治
の
本
質
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

1
　
州
請
負
に
つ
い
て

　
財
務
府
と
王
家
政
と
の
人
的
構
成
の
関
連
を
検
討
す
る
に
先
立

ち
、
ど
う
し
て
も
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
財
務

府
そ
の
も
の
の
成
立
と
そ
の
任
務
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ノ
ル
マ
ン

王
朝
下
に
そ
の
成
立
時
期
を
求
め
る
の
は
、
ほ
ぽ
諸
研
究
者
の
一

致
す
る
見
解
で
あ
る
が
、
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
」
以
降
、
ω
S
8
彗
巨
昌
．

と
い
う
言
葉
が
始
め
て
現
わ
れ
る
ヘ
ン
リ
一
世
治
世
初
期
に
到
る

ま
で
、
ど
の
王
の
下
で
、
ま
た
い
か
な
る
経
緯
を
経
て
そ
れ
が
成

立
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
説
も
決
定
的
な
同
意
を
得
て

い
な
い
。

　
佐
藤
伊
久
男
氏
は
、
氏
の
論
文
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
財

務
府
（
■
曽
ざ
｛
胃
）
の
成
立
に
つ
い
て
』
の
む
す
ぴ
で
、
財
務

府
の
成
立
を
纏
る
学
説
を
三
つ
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
「
州
請
負
と
そ
の
請
負
料
の
試
金
に
よ
る
支
払
と
の
結
合
の

過
程
が
財
務
府
の
成
立
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
み
る
学
説
」

　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

　
州
請
負
の
起
源
に
つ
い
て
は
『
対
話
』
に
周
知
の
く
だ
り
が
あ

り
、
そ
の
聾
言
の
信
鰯
性
を
饒
っ
て
、
藷
研
究
者
の
議
論
が
戦
わ

さ
れ
て
き
た
。

　
す
な
わ
ち
『
対
話
』
に
よ
れ
ぱ
、
ヘ
ン
リ
一
世
の
治
世
に
到
る

ま
で
、
王
の
家
政
が
必
要
と
す
る
物
資
は
、
王
領
地
の
マ
ナ
か
ら

直
接
宮
廷
（
邑
o
胃
討
昌
）
に
運
ぴ
こ
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
同

王
の
治
世
に
な
り
、
主
に
フ
ヲ
ン
ス
に
お
け
る
反
乱
鎮
圧
に
用
い

た
傲
兵
の
給
与
に
充
て
る
た
め
多
額
の
貨
幣
が
必
要
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
王
は
王
国
全
土
に
特
使
を
派
遣
し
、
現
物
貢
租
を
貨
幣
に

換
算
さ
せ
、
そ
れ
に
基
づ
く
固
定
額
の
財
務
府
へ
の
（
邑
眈
S
8
－
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胃
ζ
昌
）
納
入
を
、
州
長
官
の
責
任
に
お
い
て
行
う
よ
う
命
じ
た

　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

の
で
あ
る
、
と
。

　
『
対
話
』
は
、
現
物
貢
租
の
金
納
化
と
州
講
負
制
度
が
ヘ
ン
リ

一
世
の
手
に
よ
っ
て
一
挙
に
導
入
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
の
点
は
、
J
・
H
ニ
フ
ウ
ン
ド
ら
の
批
判
に
よ
っ
て
、

現
在
で
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

　
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
現
物
貢
租
の
金
納
化
に
つ
い
て
は
、
既

に
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
が
、
古
来
の
慣
行
で
あ
る
「
一
日
分
の
請

負
（
睾
旨
葭
冒
一
冨
ま
昌
」
の
金
納
化
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

ド
ゥ
ー
ム
ズ
デ
イ
u
ブ
ヅ
ク
か
ら
指
摘
し
う
る
。
ま
た
州
講
負
に

関
し
て
も
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
治
下
の
州
長
官
Ω
8
串
2
ま
雪
臼
．

己
o
く
…
①
の
同
名
の
祖
父
が
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
・
エ
セ
ヅ
ク
ス
．

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
諸
州
を
請
負
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
書
史
料
、

更
に
ウ
ォ
ー
リ
ク
・
ウ
ー
ス
タ
両
州
に
よ
る
貨
幣
納
入
を
示
す
ド

ゥ
ー
ム
ズ
デ
イ
u
ブ
ッ
ク
の
記
事
等
に
よ
っ
て
、
征
服
王
或
は
そ

れ
以
前
か
ら
、
慣
行
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

る
、
と
し
て
い
る
。

　
ラ
ウ
ン
ド
を
始
め
と
す
る
研
究
の
結
果
、
州
請
負
制
度
そ
の
も

の
は
、
征
服
王
治
下
、
或
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
財
務
府

が
そ
の
時
代
に
存
在
し
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ま
た
間
趨
が
別

で
あ
る
。
財
務
府
の
主
た
る
機
能
は
、
州
請
負
料
の
徴
収
と
そ
の

会
計
監
査
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
州
請
負
制
を
中
心
か
ら
制
御
し
よ

う
と
す
る
政
策
が
財
務
府
の
中
に
体
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
明
確
な
中
央
集
権
化
の
意
志
が
存
在
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
こ
う
し
た
監
査
を
必
要
と
し
、
ま
た
可
能
に
す
る
条
件

下
に
お
い
て
財
務
府
は
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。
財
務
府
の
成
立

を
示
す
直
接
の
証
拠
が
な
い
以
上
、
そ
の
成
立
時
期
を
異
論
の
余

地
な
く
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
状
況
証
拠
か
ら
判

断
し
て
最
も
可
能
性
の
高
い
の
は
、
ヘ
ン
リ
一
世
治
下
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
、
ω
8
昌
睾
巨
冒
、
、
ー
チ
ェ

ス
盤
に
似
た
格
子
縞
模
様
の
布
1
の
導
入
が
、
役
所
と
し
て
の

財
務
府
成
立
の
決
定
的
な
契
機
を
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

11

蜆
8
8
弩
昌
昌
　
の
出
現
と
財
務
府
の
成
立

　
財
務
府
の
成
立
を
ヘ
ン
リ
一
世
治
下
に
求
め
る
見
解
は
、
近
年

の
諸
研
究
の
多
く
に
共
通
し
て
い
る
。
筆
者
も
ま
た
同
じ
よ
う
に

考
え
る
が
、
そ
の
具
体
的
根
拠
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

主
と
し
て
次
の
二
点
で
あ
る
。
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第
一
に
、
、
㎝
S
8
彗
巨
目
、
，
と
い
う
言
葉
が
始
め
て
記
録
上
に

現
わ
れ
る
の
が
、
一
一
一
〇
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
ヘ
ン
リ
一
世
の

　
　
　
　
　
　
　
＾
H
〕

令
状
に
お
い
て
で
あ
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
発
給
の
こ
の
令
状

は
、
王
ヘ
ン
リ
か
ら
「
財
務
府
の
バ
ロ
ン
（
σ
彗
9
窒
ま
ω
8
？

8
ユ
O
）
」
に
当
て
ら
れ
て
お
り
、
証
人
の
一
人
と
し
て
、
ソ
ー
ル

ズ
ベ
リ
司
教
ロ
ジ
ャ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
財
務
府
に
お
け
る
州
長
官
等
の
会
計
監
査
を
記
録
す

る
バ
イ
プ
ー
ー
ロ
ウ
ル
ズ
（
宝
零
射
O
豪
）
の
現
存
す
る
最
古
の
も

の
が
、
ヘ
ン
リ
一
世
治
世
三
一
年
目
（
一
二
二
〇
年
）
の
も
の
で

＾
＾
〕

あ
る
。

　
、
ω
S
8
胃
巨
昌
．
．
と
は
本
来
、
「
チ
ェ
ス
盤
」
の
意
味
で
あ
る
。

『
対
話
』
の
周
知
の
記
述
に
よ
れ
ぱ
、
上
級
財
務
府
で
中
央
の
卓

上
に
敷
か
れ
る
格
子
縞
模
様
の
布
が
「
チ
ェ
ス
盤
」
に
似
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
〕

こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
用
い
ら
れ
、
遂
に
は
役
所
そ
の
も
の
の
呼

　
　
○

称
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
．
．
ω
s
g
胃
ざ
昌
、
の
導
入
は
、
い

わ
ゆ
る
「
ア
バ
カ
ス
」
に
基
づ
く
計
算
方
法
の
開
始
を
示
す
と
さ

　
＾
1
6
）

れ
る
が
、
同
時
に
財
務
府
の
バ
ロ
ン
に
よ
る
州
長
官
の
審
問
の
導

入
を
も
意
昧
す
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
財
務
府
の
名
称
の
由
来

の
も
う
ひ
と
つ
の
説
と
し
て
、
『
対
話
』
が
語
っ
て
い
る
説
明
i

中
央
の
卓
を
挟
ん
で
財
宝
庫
長
と
州
長
官
の
間
で
戦
い
（
審
問
）

が
行
わ
れ
、
他
の
者
は
審
判
を
務
め
る
。
そ
れ
が
ま
さ
に
チ
ェ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
〕

の
試
合
を
連
想
さ
せ
る
。
－
か
ら
推
。
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
一
二
二
〇
年
の
パ
イ
プ
ー
ー
ロ
ウ
ル
は
、
ヘ
ン
リ
ニ
世
治
世

以
降
の
も
の
と
殆
ゼ
変
わ
ら
ぬ
程
度
に
完
成
さ
れ
た
形
式
を
も
っ

て
い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
も
、
現
存
は
し
な
い
が
、
そ

れ
以
前
か
ら
連
続
す
る
何
巻
か
に
続
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
、
，
ω
s
8
胃
ζ
目
．
、
の
導
入
と
と
も
に
、
州
講
負
制
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
た
す
役
所
と
し
て
の
財
務
府
が
成
立
し
、
そ
の
時
期
は

ヘ
ン
リ
一
世
治
世
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
論
は
、
ヘ

ン
リ
一
世
の
統
治
の
革
新
性
に
対
す
る
諸
研
究
者
の
認
識
か
ら
も

導
き
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
近
年
ヘ
ン
リ
一
世
の
統
治
に
関
す

る
一
連
の
研
究
を
公
に
し
て
い
る
C
・
W
・
ホ
リ
ス
タ
に
拠
り
つ

　
　
　
　
　
　
＾
珊
〕

つ
、
検
討
し
て
い
く
。

　
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
」
以
来
、
王
と
そ
の
宮
廷
と
が
大
陸
と
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
を
往
復
し
て
統
治
を
行
う
と
い
う
方
式
は
一
貫
し
て
お

り
、
ヘ
ン
リ
一
世
の
場
合
で
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
ホ

リ
ス
タ
に
よ
れ
ば
、
一
一
〇
六
年
ヘ
ン
リ
に
よ
っ
て
ノ
ル
マ
ン
デ

ィ
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
一
人
の
支
配
者
の
下
に
再
統
合
さ
れ
、
海

峡
を
挟
む
支
配
が
改
め
て
要
請
さ
れ
る
に
到
っ
た
時
、
王
は
支
配
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の
た
め
の
遺
具
と
し
て
、
新
た
に
四
つ
の
発
明
を
付
加
え
た
。
そ

れ
が
、
国
王
代
理
制
度
、
記
録
の
作
成
と
保
管
、
中
央
か
ら
の
代

理
官
の
派
遣
、
そ
し
て
財
務
府
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
の
或
も

の
は
、
既
に
先
王
達
の
下
で
そ
の
萌
芽
形
態
が
見
ら
れ
る
が
、
そ

れ
ら
が
確
固
た
る
統
治
理
念
の
下
に
制
度
化
さ
れ
る
の
は
ヘ
ン
リ

一
世
の
治
世
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ヘ
ン
リ
一
世
の
統
治
理
念
と
は
「
築
中
化
．
（
o
竃
9
彗
・
簑
冒
）
」

に
外
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
権
カ
は
移
動
す
る
宮
廷
に
築
中
し
、

そ
こ
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
含
む
「
帝
国
」
の
諸
地
域
に
放
射
さ

．
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
申
央
集
権
化
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
は
、
ヘ
ン
リ

一
世
が
そ
の
宮
廷
に
豊
富
に
抱
え
て
い
た
信
頼
す
べ
き
腹
心
の
存

在
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
同
王
の
治
世
は
先
王
達
と
は

際
立
っ
た
対
照
を
示
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
征
服
王
の
治
世
に
お
い
て
は
、
宮
廷

の
王
の
側
近
は
即
大
諸
侯
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
王
が
「
征
服
」

に
参
画
し
た
彼
の
腹
心
に
征
服
地
の
か
な
り
の
都
分
を
分
与
し
た

こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
し
か
し
続
く
ウ
ィ
リ
ァ
ム
H
ル
ー

フ
ァ
ス
の
治
世
中
は
、
王
兄
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
ロ
ベ
ー
ル
を
支

持
す
る
諸
侯
と
の
間
に
数
度
に
亙
る
抗
争
が
起
こ
る
な
ど
、
両
者

間
の
対
立
が
激
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
ル
ー
フ
ァ
ス
の
宮
廷
を
構

成
す
る
の
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
諸
侯
で
は
な
く
、
中
程
度
以
下

の
所
領
し
か
持
た
な
い
王
の
側
近
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ル
ー
フ
ァ

ス
が
彼
ら
側
近
を
大
諸
侯
に
育
成
す
る
と
い
う
方
法
を
採
る
こ
と

も
な
く
、
王
と
「
征
服
」
諸
侯
の
対
立
も
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
治

世
末
ま
で
続
い
た
。

　
ヘ
ン
リ
一
世
も
ま
た
即
位
直
後
、
ロ
ベ
ー
ル
を
支
持
す
る
諸
侯

に
よ
る
反
乱
を
経
験
す
る
が
、
そ
れ
を
克
服
し
た
後
は
、
旧
「
征

服
」
諸
侯
の
家
門
を
積
極
的
に
宮
廷
に
取
込
み
、
一
方
で
は
反
乱

諸
侯
に
対
し
て
、
そ
の
所
領
を
没
収
し
、
自
ら
の
腹
心
に
与
え
、

新
た
な
有
カ
諸
侯
を
育
成
す
る
と
い
う
二
面
的
な
方
法
を
採
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
〕

た
。
彼
ら
「
宮
廷
人
（
O
胃
邑
9
）
」
を
通
じ
て
、
宮
廷
を
中
心
と

し
た
ヘ
ン
リ
一
世
の
集
権
的
な
統
治
が
実
現
し
た
。
以
上
が
ホ
リ

ス
タ
に
よ
る
ヘ
ン
リ
一
世
の
統
治
の
特
徴
的
な
諸
点
に
関
す
谷
理

解
で
あ
る
。

　
ホ
リ
ス
タ
の
い
う
「
宮
廷
人
」
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
王
家

政
の
諸
職
保
有
者
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
塵
の
中
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
〕

ら
の
新
人
（
目
姜
旨
昌
ぎ
昌
艘
①
号
5
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
彼
ら
「
宮
廷
人
」
は
、
王
に
同
行
す
る
ぱ
か
り
で
は
な
く
、

展
々
地
方
の
行
政
官
、
殊
に
州
長
官
に
任
命
さ
れ
、
派
遣
さ
れ
た
。
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ノ
ル
マ
ン
朝
に
お
け
る
州
長
官
の
歴
史
、
そ
の
性
格
の
変
化
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
ユ
）

い
て
は
、
W
・
A
・
モ
リ
ス
の
研
究
を
始
め
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
財
務
府
と
の
関
連
で
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
簡

単
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
州
長
官
に
関
し
て
も
、
征
服
王
の
時
代
に
は
、
そ
の
職
を
掌
握

し
て
い
た
の
は
、
概
ね
バ
ロ
ン
身
分
の
人
々
で
あ
る
。
し
か
し
ヘ

ン
リ
一
世
治
世
に
到
る
と
、
数
多
く
の
州
長
官
の
交
替
が
見
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
）

そ
の
多
く
は
王
側
近
へ
の
交
替
で
あ
る
。
例
え
ぜ
一
二
〇
年
に

ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
の
州
長
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
≦
…
・

印
昌
ま
勺
O
鼻
O
巴
．
＞
『
〇
一
詰
は
、
い
わ
ゆ
る
「
新
人
」
の
一
人
で
、

王
の
侍
従
と
し
て
財
宝
庫
に
勤
務
し
た
。
ヘ
ン
リ
の
下
で
八
州
の

州
長
官
を
兼
任
し
た
＝
品
巨
o
｛
田
；
＝
彗
o
な
ど
も
同
様
の
例

　
　
　
　
　
　
＾
邪
）

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
殊
に
王
の
治
世
晩
年
に
は
、
州
に
対
す
る
中
央
の
統
制
が
極
端

に
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
、
一
；
一
〇
年
の
バ
イ
プ
H
ロ
ウ
ル
か
ら

窺
え
る
。
一
一
州
に
及
ぷ
州
長
官
職
を
、
王
の
側
近
で
あ
る
＞
亨

巨
｛
ま
＜
o
冨
・
雪
o
巨
邑
氏
凹
ω
m
g
の
二
名
が
共
同
で
勤
め
て
い

　
　
　
豪
）
一

る
の
で
あ
る
。

　
州
長
官
職
に
お
け
る
在
地
の
諸
侯
身
分
か
ら
王
側
近
へ
の
交
替

は
、
同
時
期
に
お
け
る
財
務
府
の
成
立
と
発
展
と
平
行
し
て
進
展

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ホ
リ
ス
タ
が
い
う
よ
う
に
、
ヘ
ン

リ
一
世
の
意
図
し
た
中
央
集
権
化
政
策
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
べ

き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
財
務
府
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
ま
さ
に

変
革
の
要
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

更
に
付
加
え
れ
ぱ
、
ヘ
ン
リ
一
世
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
中
央
集
権

化
が
、
国
王
財
政
の
確
保
と
い
う
極
め
て
フ
ィ
ス
カ
ー
ル
た
形
で

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
著
し
い
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
㎜
　
移
動
す
る
宮
廷
と
財
務
府
と
の
関
係

　
本
節
で
は
十
二
世
紀
の
財
務
府
の
人
的
構
成
を
、
『
対
話
』
と

の
対
比
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
ー
セ
イ
ル
ズ
の
主
張
の
史
料
的
根
拠
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
十
二
世
紀
の
財
務
府
に
お
け
る
訴
訟
記
録
で
あ
り
、

そ
こ
で
財
務
府
の
パ
ロ
ン
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
の
リ
ス

ト
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
特
に
初
期
の
財
務
府
の
活
動
を
示

す
史
料
と
し
て
知
ら
れ
る
二
葉
の
文
書
を
、
こ
こ
で
も
取
上
げ
る

こ
と
に
し
た
い
。
い
ず
れ
も
ア
ビ
ン
ド
ン
修
道
院
の
年
代
記
に
書

き
写
さ
れ
て
い
た
文
書
で
あ
る
。

ω
一
　
　
一
年
頃
の
同
修
道
院
所
有
の
マ
ナ
、
の
負
担
に
関
す
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る
訴
訟
を
記
録
し
た
も
の
。
こ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
ウ
ィ
ン

チ
ェ
ス
タ
の
財
宝
庫
（
岩
邑
ミ
巨
昌
サ
冒
二
目
巨
・
o
竃
昌
o
）

で
の
宮
廷
に
出
席
し
た
人
々
は
、
王
妃
マ
テ
ィ
ル
ダ
を
始
め
と

す
る
次
の
人
々
で
あ
る
。
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
司
教
肉
o
o
q
宵
、
リ
ン

カ
ン
司
教
射
o
σ
o
津
、
ロ
ン
ド
ン
司
教
雲
o
臣
邑
、
峯
…
p
昌

宗
0
9
邑
、
＞
3
冒
ま
勺
O
津
、
H
昌
邑
P
書
Φ
O
臣
旦
巴
目
、

妻
巴
冨
H
　
o
｛
　
o
－
o
冒
o
o
g
o
、
串
①
『
σ
①
暮
　
叶
ヴ
o
　
o
＝
臼
目
σ
o
二
巴
目
、

4
5
昌
凹
旨
o
．
O
昌
－
、
　
O
o
o
串
冨
＜
　
津
N
主
胃
σ
o
『
庁
、
ミ
…
ぎ
昌
　
ρ
o

＞
篶
｛
、
射
巴
吾
田
竃
切
9
，
0
8
串
｛
ま
竃
彗
ま
く
…
⑦
、
Ω
O
－

○
津
睾
聖
忌
一
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
助
祭
長
峯
巴
註
H
。
以
上
一

＾
鴉
）

五
名
。

　
ω
一
一
一
九
年
頃
の
同
修
遣
院
の
デ
i
ン
税
免
除
に
関
す
る

訴
訟
記
録
。
こ
の
訴
訟
が
扱
わ
れ
た
法
廷
の
裁
判
官
を
務
め
た

の
が
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
司
教
肉
o
o
冒
雪
、
リ
ン
カ
ン
司
教
民
O
σ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
％
）

亀
け
、
射
彗
邑
｛
書
0
9
竃
8
＝
冒
、
射
顯
百
｝
田
窒
m
9
の
四
名
。

　
上
記
の
二
葉
の
史
料
は
、
こ
れ
ら
の
法
廷
が
財
務
府
で
開
か
れ

た
、
或
は
出
席
者
が
財
務
府
の
バ
ロ
ン
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
ω
の
史
料
で
は
、
こ
の
法
廷
の
開
か
れ
た
場
所

が
「
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
の
財
宝
庫
」
で
あ
る
こ
と
、
及
ぴ
そ
の
訴

訟
内
容
か
ら
、
財
務
府
の
法
廷
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
後
者
も
同
様
の
理
由
に
よ
る
。
以
上
を
前
提
と
し
て
上

記
の
人
名
表
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
ー
セ
イ

　
　
　
　
　
＾
η
）

ル
ズ
の
指
摘
通
り
、
『
対
話
』
に
書
か
れ
て
い
る
ほ
ど
に
は
、
王

家
政
職
保
有
者
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
両
史
料
を

通
じ
て
王
家
政
職
保
有
者
と
確
認
し
う
る
の
は
、
厩
長
で
あ
る

ミ
算
o
『
o
｛
g
o
ε
窃
註
『
、
侍
従
匡
害
σ
o
津
、
尚
書
射
彗
皇
の
三

名
の
み
で
あ
る
。

　
ヘ
ン
リ
一
世
治
下
で
、
は
っ
き
り
と
財
務
府
法
廷
で
あ
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
史
料
も
－
但
し
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
財
務
府
で

あ
る
が
－
存
在
す
る
。

　
③
一
一
三
〇
年
頃
の
国
王
書
記
｝
實
冨
a
と
ω
邑
o
な
る

人
物
と
の
訴
訟
記
録
。
判
決
を
下
し
た
の
は
財
務
府
の
バ
ロ
ン

（
田
胃
昌
鶉
ま
ω
s
8
胃
ざ
）
で
あ
る
。
そ
の
名
は
次
の
通
り
。

射
o
σ
o
昌
｛
①
O
o
目
『
o
－
、
　
ミ
…
ぎ
目
饒
冨
O
創
o
、
　
匡
①
自
『
く
ρ
Φ
5

勺
o
昌
睾
良
、
老
旨
ぎ
昌
o
｝
g
震
ε
目
σ
膏
く
、
峯
耐
凹
目
艘
Φ
峯
胃
－

ω
罫
一
、
射
o
σ
宰
け
；
o
9
岩
巨
目
、
エ
ヴ
ル
ー
司
教
勾
o
σ
胃
叶
、

峯
害
ユ
■
艘
①
眈
o
ユ
σ
①
の
八
名
。
ま
た
そ
れ
以
前
の
審
理
に
加
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わ
っ
て
い
た
リ
ジ
ュ
ー
司
教
旨
葦
、
射
o
σ
o
津
　
　
　
＾
2
8
）

o
o
－
芭
曽
巴
o
o

　
こ
の
史
料
で
は
比
較
的
多
く
の
王
家
政
職
保
有
者
が
、
財
務
府

の
パ
ロ
ン
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
内
膳
官
射
o
σ
①
二
ま
O
O
－

膏
9
、
同
射
o
σ
①
津
宗
厨
｝
巴
o
、
厩
長
（
補
佐
）
ミ
…
顯
目
算
・

O
o
o
、
同
｝
雪
q
急
厨
勺
o
昌
雪
巴
、
侍
従
ミ
…
凹
昌
o
｛
9
甲

g
g
g
｛
、
厩
番
≦
樹
彗
の
六
名
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も

『
対
話
』
に
書
か
れ
て
い
る
財
務
府
の
人
的
構
成
と
は
大
き
な
隔

た
り
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
そ
れ
で
は
こ
こ
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
た
人
々
は
、
い
か
な
る
資

格
の
も
と
に
財
務
府
の
バ
ロ
ン
を
務
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
再
ぴ
ホ
リ
ス
タ
の
所
論
を
取
上
げ
る
こ
と
に

　
　
＾
2
9
〕

し
た
い
。

　
ホ
リ
ス
タ
に
よ
れ
ぱ
、
ω
・
ω
の
史
料
に
そ
の
名
の
記
さ
れ
た

ニ
ハ
名
（
マ
テ
ィ
ル
ダ
を
合
む
）
の
う
ち
、
九
名
ー
リ
ン
カ
ン

司
教
勾
o
σ
胃
叶
、
射
巴
暑
因
富
叩
g
、
ロ
ン
ド
ン
司
教
室
o
巨
a
、

ミ
葦
雪
o
｛
9
昌
8
9
胃
、
尚
書
射
彗
目
冒
、
マ
テ
ィ
ル
ダ
、
ソ
ー

ル
ズ
ベ
リ
司
教
射
o
o
q
彗
、
妻
…
曽
昌
ま
o
o
膏
9
、
＞
旨
昌
o
｛

勺
o
津
ー
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
国
王
代
理
団
（
亭
Φ

■
目
o
口
＝
㎝
巨
三
〇
〇
冨
o
月
巴
o
有
8
目
勺
）
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
ホ
リ
ス
タ

　
の
い
う
「
国
王
代
理
団
」
と
は
、
ヘ
ン
リ
一
世
が
大
陸
に
渡
航
す

　
る
際
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
残
し
て
い
っ
た
、
比
較
的
顔
ぷ
れ
の

　
固
定
し
た
行
政
官
の
一
群
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
宮
廷
人
」
の
中
で

　
は
、
そ
の
活
動
が
主
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
に

特
徴
が
あ
り
、
そ
の
指
導
者
は
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
司
教
ロ
ジ
ャ
で
あ

　
る
。
彼
ら
は
王
不
在
の
際
、
王
に
代
わ
つ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
巡

行
し
、
統
治
を
代
行
す
る
が
、
王
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
滞
在
中
は
、

王
に
随
行
し
、
宮
廷
に
吸
収
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
顔
ぷ

れ
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
財
務
府
を
、
ホ
リ
ス
タ
は
「
国
王
代
理
団

　
に
よ
る
会
議
の
特
別
の
場
合
」
と
性
格
づ
け
て
い
る
。
㈹
の
史
料

　
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
こ
の
場
合
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
け
る

．
「
国
王
代
理
団
」
の
会
議
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
リ
ジ
ュ
ー
司
教

　
ジ
目
ン
で
あ
る
、
と
い
う
。

　
　
ホ
リ
ス
タ
の
見
解
は
、
ヘ
ン
リ
一
世
の
イ
ン
グ
ヲ
ン
ド
の
代
理
．

統
治
者
と
し
て
、
従
来
展
々
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ソ
ー
ル
ズ

ペ
リ
司
教
ロ
ジ
ャ
一
人
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
を
含
め
た

集
団
指
導
体
制
の
存
在
を
想
定
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
史
料
の

制
約
も
あ
っ
て
「
国
王
代
理
団
」
の
活
動
が
、
必
ず
し
も
具
体
的

に
充
分
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
面
も
あ
る
が
、
氏
の
研

究
に
よ
っ
て
、
ヘ
ン
リ
一
世
治
世
の
財
務
府
の
中
核
を
成
し
た
人
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人
の
多
く
が
、
王
家
政
職
保
有
者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
活
動

が
ほ
ぽ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
隈
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
た
、
と
い
え
る
。

　
こ
こ
ま
で
間
題
と
し
て
き
た
の
は
、
ヘ
ン
リ
一
世
治
世
の
財
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

府
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
ヘ
ン
リ
ニ
世
治
世
に
関
し
て
も
、
リ
チ

ャ
ー
ド
ソ
ン
ー
セ
イ
ル
ズ
は
財
務
府
に
関
係
す
る
史
料
を
多
数
挙

げ
て
、
そ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
る
財
務
府
の
バ
ロ
ン
の
リ
ス
ト
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
1
〕

『
対
話
』
の
記
述
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
。

次
に
挙
げ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
ω
一
一
八
三
年
頃
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
の
財
務
府
に
お
け

る
国
王
法
廷
（
ぎ
O
膏
鼠
U
o
目
－
己
射
晶
床
岩
邑
ξ
o
黒
冒
o
－

冨
箒
『
旨
8
邑
ω
S
8
胃
巨
昌
）
。
出
席
者
は
、
ウ
ィ
ン
チ
ヱ
ス

タ
司
教
ヨ
o
ぎ
邑
、
イ
ー
リ
イ
司
教
o
8
串
｛
、
ノ
リ
ッ
ジ

司
教
旨
ぎ
、
o
8
串
｛
宗
■
暮
一
、
財
宝
庫
長
雪
o
劃
a
、

勾
o
o
q
雪
宰
・
射
9
巨
『
巳
、
峯
…
ぎ
昌
｝
鶉
眈
g
、
宛
彗
邑
申
o
＆
2
轟
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
〕

肉
o
σ
o
津
ま
峯
ま
宣
ρ
、
冨
－
9
竃
－
田
色
9
の
一
〇
名
。

　
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
財
務
府
の
バ
ロ
ン
の
う
ち
、
王
家
政
職
保

有
者
は
、
『
対
話
』
の
作
者
と
見
徹
さ
れ
る
財
宝
庫
長
リ
チ
ャ
ー

ド
一
人
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
ー
セ
イ
ル
ズ
及
ぴ
ホ
リ
ス
タ
の
諸

研
究
に
拠
り
つ
つ
、
財
務
府
の
人
的
構
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

た
。
彼
ら
の
主
張
，
の
根
底
に
は
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
十

二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
王
の
統
治
の
構
造
に
対
す
る
基
本
的
な

認
識
が
存
在
丈
る
。
す
な
わ
ち
「
ノ
ル
マ
ン
帝
国
」
更
に
後
の

「
ア
ン
ジ
ュ
ー
帝
国
」
に
お
い
て
は
、
単
一
の
中
央
統
治
機
関
と

し
て
、
王
と
そ
の
宮
廷
（
9
ま
宛
①
o
口
色
が
存
在
す
る
。
営
廷

に
は
財
務
担
当
の
部
局
と
し
て
宮
廷
財
務
部
（
9
∋
o
轟
9
ユ
富
）

が
付
随
し
、
。
金
銭
の
受
領
と
消
費
の
部
周
と
し
て
、
国
王
財
政
の

　
　
　
　
　
　
＾
羽
〕

中
心
を
成
し
て
い
る
。
し
か
し
不
断
の
移
動
と
い
う
制
約
上
、
宮

廷
を
中
心
と
し
た
「
帝
国
」
全
土
に
お
け
る
中
央
集
権
的
統
治
は

あ
り
え
ず
、
せ
い
ぜ
い
そ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

個
々
に
お
い
て
実
現
し
え
た
の
み
で
あ
っ
た
。
財
務
府
は
ヘ
ン
リ

一
世
に
よ
る
そ
う
し
た
築
権
化
政
策
の
要
と
し
て
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
二
重
の
統
治
構
造
を
と
る
以
上
、

王
家
政
と
財
務
府
の
人
的
構
成
が
一
致
す
る
機
会
は
、
ご
く
ま
れ

な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

w
『
財
務
府
に
つ
い
て
の
対
話
』
の
検
討

36ε



ユ

（59）十二世紀イングランドの王家政と財務府

　
前
節
で
、
諸
史
料
か
ら
得
ら
れ
る
財
務
府
の
人
的
構
成
が
、

『
対
話
』
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
を
我
々
は
確
認
し
た
。

両
者
の
ず
れ
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
れ
ぱ
よ
い
だ
ろ
う
か
。
最
後

に
こ
の
問
題
を
取
上
げ
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
今
一
度
『
対
話
』
に
お
け
る
財
務
府
の
人
的
構
成
を
、

○
昌
ω
幸
暮
o
U
o
冒
身
射
晶
尿
に
お
け
る
王
家
政
の
そ
れ
と
比
較

し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
後
者
に
お
い
て
、
王
家
政
の
最
上
位

の
諸
職
、
す
な
わ
ち
各
「
部
局
」
の
長
に
当
た
る
諸
職
を
挙
げ
る

と
、
尚
書
、
内
膳
官
（
3
官
宥
芦
ω
訂
老
彗
象
）
、
侍
従
長
（
目
晶
一
－

9
串
8
冒
雪
ぎ
ε
呂
舅
8
『
O
巨
目
σ
邑
巴
目
）
、
財
宝
庫
長
、
首

席
献
酌
官
（
昌
晶
卑
胃
且
昌
雪
昌
・
昌
β
ω
庁
g
｝
呈
宰
）
、
厩
長
で

　
＾
桝
）
あ
る
。
一
方
『
対
話
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
諸
職
の
う
ち
王
家
政

の
成
員
と
見
倣
さ
れ
る
の
は
、
尚
書
、
財
宝
庫
長
、
厩
長
、
侍
従
、

厩
番
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
財
務
府
の
侍
従
と
い
う
の
は
、
財
宝

庫
管
理
官
（
畠
昌
①
轟
ユ
畠
ま
艘
⑦
竃
膏
9
0
ブ
葭
ヨ
σ
邑
巴
目
O
二
冨

⇒
窒
豊
q
）
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
侍
従
長
で
は
な
い
。
ま
た
内

膳
官
と
首
席
献
酌
官
と
は
、
ま
っ
た
く
財
務
府
に
席
を
も
た
ず
、

む
し
ろ
最
上
位
の
諸
職
に
は
属
さ
な
い
厩
番
が
財
務
府
に
出
席
し

て
い
る
。

　
以
上
の
比
較
か
ら
、
『
対
話
』
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
受
入
れ
た

と
し
て
も
、
財
務
府
が
必
ず
し
も
王
家
政
の
最
上
位
の
諸
職
保
有

者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
『
対
話
』
に
よ
れ
ぱ
財
務
府
に
席
の
あ
る
諸
職
の
間
で
も
、

財
務
府
と
の
繁
が
り
の
度
合
は
、
そ
の
職
務
内
容
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
財
宝
庫
（
財
務
府
）
管
理
官
と
財
宝
庫

長
と
は
、
そ
の
職
務
内
容
か
ら
判
断
し
て
も
、
む
し
ろ
財
宝
庫

（
及
び
財
務
府
）
の
専
従
役
人
と
見
ら
れ
、
財
務
府
の
業
務
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
舶
）

て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
。
厩
番
の
職
務
も
彼
ら
の
補
佐
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
餉
）

し
て
、
極
め
て
具
体
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
職
に
対
し
、
尚
書

と
厩
長
は
宮
廷
か
ら
出
向
す
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
が
王
の
許
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
に
は
、
代
理
が
出
席
す
る
。
ま
た

以
上
の
人
々
も
、
王
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
人
々
の
地
位
が
高
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鵡
）

れ
ぱ
、
彼
ら
に
そ
の
席
を
譲
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
王
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ヨ
9
〕

り
派
遺
さ
れ
る
人
々
の
席
は
第
ニ
ベ
ン
チ
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
財
務
府
の
人
的
構
成
も
実
際
は
か
な
り
流
動
的
で
あ
り
う

る
こ
と
を
、
『
対
話
』
自
体
か
ら
も
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
し
か
し
前
節
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
証
書
史
料
等
に
お
け
る
財

務
府
の
人
的
構
成
と
『
対
話
』
に
お
け
る
そ
れ
と
の
乖
離
は
、

『
対
話
』
の
記
述
の
解
釈
の
み
に
よ
っ
て
は
充
分
に
説
明
し
き
れ
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な
い
。
殊
に
『
対
話
』
を
財
務
府
運
営
の
た
め
の
厳
格
な
「
手
引

き
」
と
し
て
見
る
場
含
に
は
、
こ
の
「
ず
れ
」
は
閑
却
し
難
い
。

こ
こ
で
改
め
て
『
対
話
』
の
成
立
の
事
情
と
そ
の
性
楕
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
『
対
話
』
の
著
者
と
し
て
現
在
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
仰
〕

後
の
ロ
ン
ド
ン
司
教
リ
チ
ャ
ー
ド
H
オ
ヴ
ー
－
イ
ー
リ
イ
で
あ
る
。

彼
は
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
司
教
ロ
ジ
ャ
の
甥
に
あ
た
る
イ
ー
リ
イ
司
教

ナ
イ
ジ
ェ
ル
を
父
に
も
つ
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
リ
チ
ャ
ー

ド
に
到
る
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
司
教
ロ
ジ
ャ
の
家
門
は
、
十
二
世
紀
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
行
政
発
展
、
と
り
わ
け
財
務
府
と
分
か
ち
難
く
結

ぴ
つ
い
て
い
る
。
ナ
イ
ジ
ェ
ル
は
ヘ
ン
リ
一
世
治
世
中
期
よ
り
財

宝
庫
長
職
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
最
初
の
聖
職
者
の
財
宝
庫
長

と
し
て
、
同
職
を
宮
廷
の
第
一
級
の
官
職
に
ま
で
高
め
た
人
物
と

　
　
　
　
　
＾
色

見
倣
さ
れ
て
い
る
。

　
ナ
イ
ジ
ェ
ル
は
伯
父
ロ
ジ
ャ
と
と
も
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
治
下

の
一
二
二
九
年
に
一
旦
は
失
脚
し
た
も
の
の
、
ヘ
ン
リ
ニ
世
の
即

位
に
伴
っ
て
宮
廷
に
復
帰
し
、
新
王
の
要
請
に
基
づ
い
て
財
務
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
棚
）

の
再
建
に
従
事
し
た
と
い
わ
れ
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
は
こ
の
父
の
尽

カ
に
よ
り
、
一
一
五
八
年
頃
に
ヘ
ン
リ
ニ
世
の
財
宝
庫
長
の
地
位

に
就
い
て
い
る
。

　
以
上
の
経
緯
か
ら
、
ナ
イ
ジ
ェ
ル
或
は
リ
チ
ャ
ー
ド
自
身
も
携

わ
っ
た
で
あ
ろ
う
財
務
府
の
再
整
備
の
結
果
が
『
対
話
』
の
中
に

も
反
映
し
て
お
り
、
財
務
府
の
い
わ
ぱ
一
種
の
理
想
形
が
そ
こ
に

描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
成
立
つ
。

　
『
対
話
』
－
が
単
に
役
人
の
利
用
に
供
す
る
た
め
だ
け
の
手
引
き

で
は
な
い
、
と
い
う
指
摘
は
、
既
に
R
・
W
・
サ
ザ
ー
ン
等
に
よ

　
　
　
　
　
　
＾
柵
）

っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
「
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
潮
流
の
中
で
、
『
ヘ
ン

リ
一
世
の
法
（
5
恕
㎞
串
雨
ミ
ミ
、
ミ
§
“
）
』
或
は
『
王
国
の
法
と

慣
習
に
つ
い
て
の
論
述
（
箏
§
§
竃
き
ト
轟
き
§
ミ
o
o
葦
ミ
．

雨
§
き
s
き
ミ
吻
ミ
寒
“
＼
ミ
曳
｝
§
邊
ミ
“
Ω
ざ
s
e
§
邑
竃
§
§
、
）
』
の
よ

う
に
、
法
実
務
に
関
す
る
一
連
の
ラ
テ
ン
語
著
述
が
現
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
著
述
が
出
現
し
た
背
景
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
治

の
精
激
化
に
伴
い
、
宮
廷
に
勤
務
し
、
世
俗
の
統
治
諸
制
度
に
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
竺

暁
す
る
に
到
っ
た
聖
職
者
達
の
存
在
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
彼
ら

の
知
的
創
作
の
題
材
と
し
て
〔
彼
ら
が
熱
知
し
、
ま
た
複
雑
で
は

あ
る
が
極
め
て
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
化
し
て
い
た
が
故
に
格
好
の
素
材

で
も
あ
っ
た
、
王
の
統
治
の
諸
制
度
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
こ
う
し
た
著
作
は
、
世
俗
の
統
治
に
携
わ
る
聖
職
者
達
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
進
ん
だ
統
治
諸
制
度
と
い
う
二
つ
の
要
素
の
合
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一
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
著
作
の
中
に
『
対
話
』
を
位
置
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
我
々
は
『
対
話
』
も
ま
た
単
な
る
「
実
務
書
」
で
は

な
い
こ
と
、
そ
し
て
財
務
府
の
実
態
が
必
ず
し
も
『
対
話
』
そ
の

ま
ま
で
あ
る
と
考
え
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

結
語

　
宮
廷
と
財
務
府
は
、
「
ノ
ル
マ
ン
帝
国
」
・
「
ア
ン
ジ
ュ
ー
帝
国
」

の
統
治
の
二
つ
の
核
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
国
王
の
統
治
を
問

題
に
す
る
場
合
、
常
に
念
頭
に
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
も
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
王
家
政
と
財
務
府
と
の
関
係
を
検
討
し
て

き
た
の
だ
が
、
縞
果
と
し
て
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
ー
セ
イ
ル
ズ
の
所

論
の
確
認
作
業
に
終
わ
り
、
そ
れ
以
上
の
議
論
の
優
開
を
試
み
る

に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ぱ
一
口
に
王
家
政
と
い
っ
て
も
、
そ

の
中
で
仮
に
宮
廷
財
務
部
に
焦
点
を
絞
れ
ぱ
、
ま
た
異
な
っ
た
問

題
視
角
が
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
日
に
譲
る

外
は
な
い
。

　
ま
た
『
対
話
』
の
検
討
と
い
う
間
題
に
お
い
て
も
、
充
分
な
立

証
も
な
く
臆
測
め
い
た
推
論
の
羅
列
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
合

わ
せ
て
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
1
）
　
佐
藤
伊
久
男
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
財
務
府
（
向
曽
ぼ
｛
－

　
　
胃
）
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
服
藤
弘
司
・
小
山
貞
夫
繍
『
法
と
椀
力
の

　
　
史
的
考
察
・
上
』
創
文
社
、
昭
和
五
二
年
　
三
二
七
－
三
五
五
頁
。

　
（
2
）
O
こ
o
ぽ
冨
昌
－
⊆
1
竃
二
・
J
§
き
§
帖
ミ
募
S
㎞
ミ
§
ミ
募

　
い
§
s
ミ
ミ
b
ぎ
“
夷
§
由
ミ
o
ミ
溶
§
o
ミ
ミ
b
“
ミ
轟
§
軋
雨
吻
§
s
■

　
　
ミ
ざ
（
■
o
自
o
o
p
H
8
o
）
一

　
（
3
）
　
財
務
府
は
、
下
級
財
務
府
（
ま
ぼ
ユ
冨
朋
8
8
胃
ζ
員
一
巨
o
■
o
毫
o
『

　
　
向
曽
臣
名
宰
）
と
上
級
財
務
府
（
豊
潟
ユ
畠
蜆
冨
8
彗
旨
昌
二
－
o
d
マ

　
喝
『
向
曽
5
毛
雪
）
か
ら
成
り
、
前
者
で
は
、
金
銭
の
受
領
が
主
と

　
　
し
て
扱
わ
れ
、
後
者
に
お
い
て
、
財
務
府
の
バ
ロ
ン
（
冨
8
畠
ω
ま

　
蜆
畠
o
8
ユ
o
）
に
よ
る
州
長
官
の
審
間
が
行
わ
れ
る
。
財
務
府
の
機
構

　
　
と
業
務
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
氏
の
前
掲
論
文
及
ぴ
次

　
　
の
書
物
を
参
照
の
こ
と
。
小
山
貞
夫
『
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
行

　
政
』
（
創
文
社
　
昭
和
四
三
年
）
、
三
一
七
－
三
二
七
頁
。
な
お
、
以

　
下
「
財
務
府
の
人
的
構
成
」
と
い
う
場
合
、
も
う
ぱ
ら
上
級
財
務
府

　
を
指
す
。

（
4
）
』
9
冨
昌
二
P
皇
き
寒
夕
電
．
宝
1
－
。
。
．

（
5
）
　
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
次
の
拙
稿
を
参
照
の
こ
と
。
「
o
昌
－

　
餉
幸
自
庄
o
U
o
昌
易
宛
晶
ポ
と
そ
の
作
成
の
背
景
」
『
史
学
薙
誌
』
第

　
九
三
編
第
六
号
（
一
九
八
四
年
）
五
七
－
七
七
頁
。

（
6
）
奉
ω
；
豆
§
9
姜
ミ
ミ
｝
§
一
曽
冬
ミ
呉
嚢
曳
§
呉

　
ω
く
〇
一
岨
・
（
℃
竺
o
a
一
H
o
o
ミ
ー
轟
N
0
0
）
く
〇
一
．
ゴ
ラ
ω
葛
1

　
（
7
）
　
江
・
O
・
勾
ざ
旨
與
H
旦
眈
o
目
與
自
邑
◎
．
0
1
ω
閏
ヱ
窃
一
§
雨
Ω
o
o
ミ
ま
筥
s
§
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ミ
ミ
帖
§
§
邑
婁
廼
§
軋
、
o
§

o
s
、
“
亀
　
（
向
⊆
｛
目
σ
自
H
o
o
σ
－
　
一
〇
〇
い
y
　
o
勺
－

き
雨
o
§
ミ
蔓

N
壮
o
I
o
o
蜆
o
．

ざ
　
ミ
晶
§

（
8
）
　
註
（
5
）
参
照
。

（
9
）
　
佐
藤
氏
の
前
掲
論
文
　
三
五
四
頁
。

（
1
0
）
』
o
ぎ
閉
昌
二
P
皇
・
冨
葦
弓
・
♂
1
傘
い
・

（
u
）
　
』
．
匡
．
宛
o
自
自
戸
　
、
↓
サ
蜆
O
ユ
o
筥
ヲ
良
R
す
o
同
宍
o
匡
o
ρ
自
0
H
二
一
ま
“

　
　
掌
雨
o
§
§
§
雨
♀
卜
§
軋
§
§
、
9
ミ
9
ミ
｝
雲
（
冒
己
員

　
H
o
。
遣
）
一
〇
■
＄
．
佐
藤
氏
の
前
掲
論
文
、
三
四
四
頁
。
穿
目
雪
冒
－
冨

　
2
9
或
は
津
目
寧
…
一
嘉
昌
o
巨
㎜
に
関
し
て
は
次
の
藷
研
究
を
参
照

　
　
の
こ
と
。
－
¢
．
肉
o
自
自
♀
、
§
軋
ミ
向
ミ
防
ぎ
曽
軋
（
■
o
－
巳
o
p
一
〇
〇
8
）
一

　
嚢
罫
曇
♪
事
8
上
o
o
．
一
肉
1
■
』
8
一
9
掌
㎞
寒
o
鳶
ミ
雨
・

　
軋
ミ
§
雨
H
ざ
雨
ミ
“
O
雨
ミ
ミ
ミ
　
（
O
罧
6
『
♀
　
－
o
竃
）
一
富
勺
『
‘
一
〇
N
μ
o
や

　
　
～
ひ
1
ω
－
一

（
1
2
）
　
射
o
目
自
戸
。
、
H
す
o
O
ユ
σ
q
ま
o
h
叶
｝
o
向
肖
o
＝
耐
o
畠
o
『
、
一
、
や
N
N
l
N
u
・
…

　
　
冒
．
一
9
§
ミ
き
き
ミ
§
§
1
』
9
ミ
ξ
ミ
ミ
き
§
ミ

　
　
（
■
o
邑
o
自
一
冨
罵
）
一
暑
．
量
o
」
宝
一
一
ま
1
H
S
。
佐
藤
氏
の
前
掲

　
　
論
文
、
三
四
四
－
三
四
五
頁
。

（
1
3
）
　
O
l
』
o
チ
目
閉
o
目
彗
－
o
串
．
＞
一
〇
『
o
自
自
9
o
o
’
　
亀
雨
恥
雨
包
s
勾
雨
軸
ミ
§

　
　
き
菩
－
き
§
§
ミ
§
§
O
－
ミ
ト
き
＝
－
・
（
O
き
邑
一
－
婁
）
・

　
　
目
o
』
3
．
内
容
は
リ
ン
カ
ン
の
聖
メ
ア
リ
教
会
に
対
し
て
、
結
婚
援

　
　
助
金
（
匿
o
）
　
　
ヘ
ン
リ
一
世
の
娘
マ
テ
ィ
ル
ダ
と
ド
イ
ツ
皇
帝

　
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
と
の
緒
婚
に
際
し
て
の
　
　
の
免
除
を
与
え
た
も

　
　
の
。

（
1
4
）
』
．
｝
昌
員
＆
－
一
掌
雨
、
膏
き
ミ
呉
“
、
虫
§
ミ
ー
（
5
・
．

ま
貝
畠
お
）
一
『
｛
『
’
ε
S
1
同
パ
イ
プ
ー
－
ロ
ウ
ル
に
関
す
る
最
近

の
研
究
と
し
て
次
の
諭
文
が
あ
る
。
』
．
＞
．
o
冨
害
一
、
、
軍
塞
o
司
昌
∋

g
寿
。
・
姜
o
…
ξ
亘
旨
蟹
け
尿
巨
o
昌
墓
鼻
冒
．
；
黒
冒
ま
g

ω
旨
き
夏
勺
富
雰
＝
．
．
一
寒
§
§
呉
§
－
婁
§
一
雨
呉
雪
・
．

　
、
o
、
｛
o
s
、
完
雨
㎞
雨
筥
、
o
￥
－
く
o
－
．
】
「
＜
　
（
H
o
o
o
N
）
’
o
o
．
　
一
1
－
N
．

　
　
　
バ
イ
プ
ー
ー
ロ
ウ
ル
は
、
ヘ
ン
リ
ニ
世
の
治
世
二
年
目
よ
り
連
続
し

　
て
残
さ
れ
て
お
り
、
風
o
o
o
『
｛
◎
o
冒
冒
尿
色
o
p
～
号
o
射
o
＝
ω
o
a
g
｝

　
か
ら
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ヘ
ン
リ
ニ
世
治
世
一
年
目
分
の
一
部

　
は
、
§
軸
　
記
＆
b
o
o
赤
ミ
§
雨
寒
o
ぎ
内
s
雨
、
一
す
く
国
・
匡
邑
F
ω

く
〇
一
眈
、
（
射
O
亭
ω
O
ま
9
H
O
。
ま
）
の
第
二
巻
（
勺
？
塞
O
．
1
け
O
。
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
財
務
府
記
録
の
う
ち
、
一
一
八
○
年
、
一
一

　
八
四
年
及
ぴ
一
一
九
五
年
分
が
各
々
都
分
的
に
残
さ
れ
て
お
り
、
公

　
刊
さ
れ
て
い
る
。
↓
。
ω
冨
旦
g
昌
一
＆
。
き
味
ぎ
勾
o
§
ミ
吻
§
s
ミ
3

≧
ミ
§
§
§
§
婁
｝
き
菩
姜
き
思
昌
㎞
し
き
一
蜆
・
（
5
邑
昌
一
畠
♂

1
宝
）
．
更
に
一
一
八
四
年
分
の
一
都
が
、
■
．
U
〇
一
邑
o
彗
o
戸
｝
串
．

胴
員
筆
一
完
§
き
雲
き
“
雰
註
§
ミ
こ
ト
§
こ
、
き
誉
ミ
ミ

　
軸
“
　
軋
ミ
o
　
軋
雨
　
㌧
く
o
、
§
s
ミ
、
“
雨
　
（
勺
四
H
－
9
　
　
一
〇
〇
α
1
0
N
）
’
　
H
自
け
『
o
ρ
o
o
庄
o
自
－

　
勺
や
］
塞
－
室
戸
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
b
）
言
巨
冨
g
二
ρ
’
皇
き
軸
§
ら
・
N
一

（
1
6
）
　
肉
o
自
目
戸
．
、
↓
ブ
o
O
ユ
o
q
巨
艮
庁
巨
o
向
共
o
げ
〇
一
自
呂
、
．
一
勺
や
N
＋
1
N
㎞
・

　
佐
藤
氏
の
前
掲
論
文
、
三
四
五
頁
。

（
ー
ア
）
言
巨
冨
昌
一
＆
．
一
b
ミ
轟
書
ら
・
N
・

（
1
8
）
　
以
下
の
叙
述
は
、
主
と
し
て
次
の
二
諭
文
に
基
づ
く
。
O
。
ミ
・
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’
｝
o
旨
黒
員
、
、
呂
晶
星
冨
餉
竃
匝
、
o
昌
邑
鶉
，
ぎ
向
彗
ぐ
オ
實
昌
豊

　
向
目
o
q
－
凹
目
O
．
、
一
、
札
s
ざ
“
o
o
（
－
o
N
N
）
一
、
℃
．
ひ
ω
－
o
o
－
∴
O
－
ミ
．
＝
O
；
蜆
－

　
后
『
（
ミ
岸
巨
』
．
婁
．
｝
顯
巨
ミ
旨
）
一
、
、
↓
｝
o
勾
－
窒
g
＞
旦
昌
罰
尉
9
黒
－
く
o

　
宍
ぎ
窃
巨
勺
一
｝
昌
｛
－
彗
O
勺
ま
一
一
甘
＞
品
畠
巨
蜆
、
，
一
掌
雨
』
§
ミ
㌣

　
§
s
1
串
軋
包
ミ
“
§
“
司
§
膏
§
く
〇
一
・
o
。
い
（
6
N
0
0
）
一
i
勺
－
o
o
S
1
岨
8
．

　
〔
以
後
国
o
豪
m
箒
“
．
，
｝
昌
｛
－
、
、
、
と
略
記
。
〕

（
1
9
）
　
ホ
リ
ス
タ
の
い
う
「
宮
廷
人
」
と
は
、
国
王
証
書
に
お
け
る
証

　
人
活
鋤
の
一
年
当
た
り
の
回
数
が
一
定
数
値
を
趨
え
る
人
々
の
こ
と

　
で
あ
る
。
国
o
旨
蜆
冨
■
、
｝
o
自
｛
－
．
．
一
勺
l
o
o
o
0
N
一

（
2
0
）
　
ヘ
ン
リ
一
世
治
世
に
お
け
る
「
新
人
」
の
活
躍
に
関
し
て
は
、

　
次
の
論
文
に
詳
し
い
。
佐
藤
伊
久
男
「
集
権
的
統
治
の
構
造
」
『
西

　
洋
史
研
究
』
新
輯
第
一
号
（
一
九
七
二
年
）
、
一
－
二
八
頁
。
ま
た

　
拙
稿
七
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
2
1
）
　
ミ
・
＞
・
峯
昌
『
貫
掌
雨
§
§
§
ミ
向
翁
茅
“
婁
ミ
§
こ
o
ご
§

　
（
罵
p
目
g
窃
註
■
5
ミ
）
一
冨
勺
『
J
H
漂
o
o
．

（
2
2
）
　
き
ミ
一
や
昌
、
小
山
貞
夫
『
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
行
政
』
、

　
二
二
一
頁
。

（
2
3
）
　
竃
o
昌
グ
喜
一
ミ
“
一
一
勺
や
ミ
ー
N
p

（
2
4
）
さ
鼻
一
〇
・
．
。
。
α
．
一
｝
o
≡
箒
・
一
、
匡
彗
｛
－
、
、
一
君
」
。
。
ω
－
o
。
。
。
、
．

　
両
名
が
管
理
し
た
一
一
州
の
う
ち
七
州
ま
で
が
、
前
任
者
に
よ
る
州

　
謂
負
料
の
納
入
が
滞
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
う
し
た
特
別
の
措
置
の

　
原
因
で
あ
っ
た
と
い
う
。
o
冨
昌
一
〇
勺
．
g
。
弓
．
畠
．

（
鴉
）
』
・
ω
冨
く
。
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蜆
昌
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＆
’
9
§
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辻
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。
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閉
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ま
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昌
一
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畠
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．
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∴
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（
2
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昌
眈
冒
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＆
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一
〇
ミ
§
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o
§
一
〇
〇
－
旨
o
－
－
2
．

（
η
）
　
星
g
彗
穿
昌
葭
邑
ω
ミ
一
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一
冬
‘
き
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．
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．

（
2
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）
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、
、
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戸
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、
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；
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∴
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膏
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蜆
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（
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）
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、
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｛
H
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〇
〇
1
o
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ご
I
o
o
o
o
o
．

（
3
0
）
　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
治
世
下
（
一
ニ
ニ
五
－
一
一
五
四
）
に
お
け
る

　
財
務
府
に
関
し
て
は
、
一
一
四
一
年
頃
に
皇
妃
マ
テ
ィ
ル
ダ
か
ら
財

　
務
府
の
バ
ロ
ン
に
当
て
た
令
状
が
現
存
す
る
こ
セ
な
ど
か
ら
、
あ
る

　
程
度
の
活
動
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
バ
イ
プ
H
回
ウ
ル
そ

　
の
他
の
記
録
は
現
存
せ
ず
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
声

＞
・
O
、
。
昌
二
自
O
宛
・
甲
ρ
冒
身
呉
鳶
雷
一
S
尋
昧
§

　
」
s
曳
o
．
峯
ミ
§
§
§
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§
s
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－
ミ
ミ
一
く
〇
一
－
自
－
．
（
o
肖
δ
a
し
8
o
o
）
一

昌
・
§
一
ρ
』
・
＞
・
O
旨
昌
。
一
§
§
ミ
呉
9
意
§
二
［
。
．

　
目
o
o
戸
－
o
N
o
）
一
勺
や
N
N
α
1
N
～
o
o
‘

（
3
1
）
　
里
9
彗
島
昌
彗
q
ω
ξ
一
遷
o
“
ー
ミ
’
P
N
禽
．

（
3
2
）
　
H
・
旨
邑
員
一
掌
聰
曇
暮
ミ
§
軋
」
富
喜
ミ
ミ
婁
県
ミ
耐
嚢
一

　
〇
ぎ
ミ
ミ
県
§
雨
宍
ぎ
砦
ミ
向
s
曳
昌
ミ
一
N
く
〇
一
咀
．
（
H
Σ
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邑
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。
o
目
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一
■
昌
8
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し
N
s
）
一
、
毛
ダ
；
負
2
o
峯
＜
o
員
く
〇
一
．
戸
で
．

　
嘗
い
、
昌
、
回
チ
ェ
ス
タ
修
遭
院
長
と
旨
＝
閏
量
急
2
①
ξ
筈
固
昌
及

　
ぴ
射
。
σ
。
、
一
忌
O
ぎ
昌
鶉
着
窃
の
間
に
お
け
る
和
解
証
書
（
饒
量
＝
蜆

　
o
o
目
o
o
『
2
嘗
）
。
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（
“
）
　
雲
o
ぎ
邑
蜆
昌
彗
o
ω
占
一
〇
9
喜
・
ミ
J
電
・
N
s
－
8
ω
・

　
　
宮
廷
財
務
部
と
財
務
府
の
間
で
は
、
前
者
に
勤
務
す
る
侍
従
職

　
（
s
冒
o
轟
ユ
冨
）
と
後
者
の
管
理
官
職
（
o
嘗
昌
o
墨
ユ
富
ま
亭
o
眈
彗
、
o
）

　
を
一
人
の
人
物
が
保
有
す
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
ヘ
ン
リ
一
世
の

　
侍
従
婁
…
串
目
ま
勺
o
鼻
ま
一
、
苧
o
臣
は
、
一
二
二
〇
年
パ
イ
プ

　
ー
－
ロ
ウ
ル
に
よ
れ
・
ぱ
、
昌
ざ
げ
訂
ユ
昌
自
S
目
胃
害
O
膏
－
塞
と
と
も

　
に
、
財
宝
塵
管
理
宮
職
と
思
わ
れ
る
肉
o
幕
津
峯
彗
き
岸
の
職
を
購

　
入
し
て
い
る
。
（
§
雨
、
書
雨
由
o
ミ
ミ
讐
き
s
ミ
ト
勺
・
讐
・
）

　
　
ま
た
ヘ
ン
リ
ニ
世
の
侍
従
峯
≡
討
目
峯
彗
φ
自
岸
は
、
一
一
五
四

　
年
の
証
書
に
お
い
て
、
彼
が
そ
れ
ま
で
に
保
有
し
て
い
た
∋
巨
県
．

　
害
ζ
∋
s
冒
胃
彗
武
o
に
加
え
て
8
昌
彗
胃
討
亭
雷
彗
ユ
を
付
与
さ

　
れ
た
。
（
冒
g
彗
爵
昌
彗
o
ω
ξ
一
8
一
〇
、
ミ
’
や
企
室
・
）

（
3
4
）
　
拙
稿
、
五
九
－
六
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
∬
）
　
「
下
級
財
務
府
・
上
級
財
務
府
を
問
わ
ず
、
そ
こ
に
お
い
て
行

　
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
彼
（
財
宝
庫
長
）
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
任
務
は
余
り
に
重
要
で
、
財
務
府
開
廷
中
は
そ
こ
を
離
れ
る
こ

　
と
は
で
き
な
い
。
」
（
』
o
旨
冨
o
p
＆
。
b
｝
良
奈
§
一
〇
〇
一
N
0
0
－
s
一
）
「
（
財

　
務
府
の
管
理
富
s
冒
血
量
ユ
畠
の
）
職
務
は
、
財
宝
庫
長
の
そ
れ
と

　
結
ぴ
つ
い
て
お
り
、
財
宝
庫
長
の
権
威
と
責
務
を
彼
ら
も
分
か
ち
も

　
っ
て
い
る
。
」
（
ト
①
ま
J
ラ
N
O
I
）

（
3
6
）
　
「
（
厩
番
は
）
州
長
官
が
持
参
す
る
割
符
を
扱
う
。
ま
た
召
築
の

　
際
、
州
長
官
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
王
の
令
状
を
小
箱
に
入
れ
て

保
管
す
る
。
－
－
・
ま
た
債
務
者
が
滞
納
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
る
ぺ
き
と

見
徹
さ
れ
た
時
は
、
彼
の
監
視
下
に
置
か
れ
、
財
務
府
開
廷
後
、
彼

の
判
断
に
よ
っ
て
収
監
さ
れ
る
。
ま
た
州
長
官
等
の
会
計
報
告
が
終

わ
る
と
、
彼
ら
か
ら
、
法
に
か
な
っ
た
報
告
を
行
っ
た
、
と
い
う
宣

誓
を
受
け
る
。
－
・
…
ま
た
次
の
財
務
府
の
召
集
令
状
を
そ
の
管
理
者

か
ら
受
取
り
、
－
王
国
全
土
に
発
送
さ
せ
る
。
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